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沖

正
弘
と
い
ふ
人
が
、
ゐ
ま
し
た
。
一
九
一
九
年
に
生
れ
、
一
九
八
五
年
に
、
永
眠
さ

れ
た
。

そ
の
人
の
想
ひ
と
実
践
は
、
ひ
ろ
す
ぎ
、
深
す
ぎ
、
簡
単
に
は
、
学
び
尽
せ
な
い
。

で
も
、
日
本
社
会
、
な
い
し
人
間
社
会
の
、
こ
れ
か
ら
の
諸
困
難
。
そ
れ
を
乗
り
超
え
る

に
際
し
、
こ
の
人
の
想
ひ
と
実
践
こ
そ
が
、
礎
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

宗
教
と
は
な
に
か
。
と
い
ふ
よ
り
、
後
世
の
宗
教
団
体
で
は
な
い
。

シ
ャ
カ
個
人
、
キ
リ
ス
ト
個
人
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
個
人
。
日
本
な
ら
、
親
鸞
個
人
、
道
元
個

人
、
日
蓮
個
人
。

諸
聖
と
呼
ば
れ
る
人
び
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
生
に
お
い
て
、
ど
う
い
ふ
求
道
を
、
さ
れ

ぐ

だ

う

た
の
だ
ら
う
か
。
そ
れ
に
こ
そ
、
肉
迫
し
た
い
。
こ
れ
が
、
沖

正
弘
と
い
ふ
人
の
、
想
ひ

と
実
践
で
し
た
。

こ
の
人
は
、
戦
中
、
陸
軍
の
特
務
で
し
た
。
あ
る
任
務
の
た
め
、
イ
ン
ド
の
マ
ハ
ト
マ
・

ガ
ン
ジ
ー
に
、
会
ひ
に
行
つ
た
。

マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
が
、
言
つ
た
。

「
シ
ャ
カ
は
、
ヨ
ガ
で
、
悟
つ
た
の
だ
よ
。
」

健
康
体
操
や
、
冥
想
体
験
の
、
水
準
で
は
な
い
。

「
シ
ャ
カ
を
悟
り
に
導
い
た
ヨ
ガ
」
こ
そ
を
、
今
の
人
間
社
会
に
、
復
興
さ
せ
た
い
。
こ

れ
が
、
沖

正
弘
と
い
ふ
人
の
、
想
ひ
と
実
践
の
、
中
心
で
し
た
。

世
の
な
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
便
利
に
な
つ
た
。
で
も
、
諸
民
族
が
調
和
し
て
い
く

こ
と
は
、
と
て
も
、
と
て
も
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

後
世
の
宗
教
団
体
で
は
な
い
。
諸
聖
と
呼
ば
れ
る
人
び
と
個
人
に
、
等
し
く
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
そ
の
求
道
の
実
際
と
は
、
ど
う
い
ふ
も
の
で
あ
つ
た
か
。

修
業
の
源
流
と
も
、
言
は
れ
る
、
数
千
年
前
か
ら
の
、
ヨ
ガ
の
本
格
復
興
こ
そ
、
そ
の
た

め
の
、
重
要
な
ヒ
ン
ト
で
は
な
い
か
。

沖

正
弘
と
い
ふ
人
の
、
ひ
ろ
く
深
い
想
ひ
と
実
践
こ
そ
、
諸
民
族
が
調
和
し
て
い
く
た
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め
の
、
礎
で
は
な
い
の
か
。

こ
の
人
は
、
ア
イ
ア
ン
ガ
ー
、
サ
チ
ダ
ナ
ン
ダ
、
タ
チ
ヤ
と
い
つ
た
、
有
名
な
ヨ
ガ
行
者

を
、
日
本
に
呼
び
、
こ
の
日
本
に
て
、
ヨ
ガ
の
世
界
大
会
ま
で
開
い
た
。

こ
の
人
の
講
演
ビ
デ
オ
は
、
多
く
、
遺
つ
て
ゐ
る
。
が
、
誤
解
も
さ
れ
や
す
い
。

な
に
し
ろ
、
戦
中
派
と
呼
ば
れ
た
世
代
。
し
か
も
、
陸
軍
の
特
務
で
あ
つ
た
。
そ
の
ビ
デ

オ
に
接
し
、
こ
れ
は
セ
ク
ハ
ラ
で
は
な
い
か
、
こ
れ
は
パ
ワ
ハ
ラ
で
は
な
い
か
。
表
面
を
批

判
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
、
簡
単
で
せ
う
。
わ
た
く
し
ど
も
は
、
そ
れ
を
善
し
、
と
す
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
そ
の
世
代
の
、
さ
う
い
ふ
人
物
に
は
、
あ
り
え
た
、
表
現
の
一
種
。
あ
へ

て
、
負
の
面
も
そ
の
ま
ま
に
、
貴
重
な
歴
史
の
資
料
と
し
て
、
ど
う
か
寛
容
に
、
接
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

な
に
も
飾
ら
ぬ
、
誤
解
も
さ
れ
や
す
い
表
現
の
、
そ
の
奥
に
こ
そ
、
人
間
社
会
そ
の
も
の

へ
の
、
ひ
ろ
く
深
い
愛
、
そ
れ
が
あ
つ
た
の
で
な
い
か
。

逆
に
、
な
に
か
麻
薬
の
や
う
に
人
び
と
を
酔
は
せ
る
お
話
を
、
沖

正
弘
と
い
ふ
人
は
、

一
切
、
否
定
さ
れ
た
。

こ
の
人
に
よ
る
、
有
名
な
標
語
が
あ
る
。

信
ず
る
な
。
疑
ふ
な
。
自
身
の
感
覚
と
想
ひ
に
て
、
確
か
め
よ
。

「
お
れ
は
、
い
の
ち
が
け
の
求
道
の
結
果
、
か
う
想
ふ
。
君
ら
も
、
で
き
る
限
り
求
道
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
想
ひ
を
、
大
切
に
し
な
さ
い
。
」

沖

正
弘
と
い
ふ
人
は
、
こ
の
上
な
く
厳
し
い
人
だ
つ
た
が
、
ひ
と
り
ひ
と
り
を
尊
敬
す

る
姿
勢
、
で
も
あ
つ
た
。
本
格
ヨ
ガ
は
、
自
由
思
想
な
の
だ
。

人
間
は
、
教
育
や
修
業
が
無
い
と
、
健
康
平
和
な
生
活
が
、
無
い
。
さ
う
い
ふ
、
生
物
な

の
だ
。

こ
の
数
千
年
を
ふ
り
か
へ
り
、
よ
く
考
へ
れ
ば
、
お
た
が
ひ
の
健
康
平
和
な
生
活
を
、
工

夫
し
や
す
い
社
会
。
さ
う
い
ふ
、
地
道
な
、
あ
た
り
ま
へ
な
社
会
を
、
創
造
し
て
い
く
こ
と

こ
そ
、
若
い
世
代
の
目
的
で
は
な
い
の
か
。

沖

正
弘
と
て
、
な
に
者
？

そ
ん
な
、
ひ
ろ
く
深
い
人
が
、
こ
の
日
本
に
、
ゐ
た
の
？

と
に
か
く
、
軽
い
関
心
か
ら
、
入
つ
て
い
た
だ
け
ば
、
善
い
。

こ
の
人
に
直
接
、
接
し
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
人
を
尊
敬
す
る
わ
た
く
し
ど
も
は
、
沖

正
弘
導
師
、
と
呼
ぶ
。

今
年
二
〇
一
九
年
十
一
月
八
日
に
、
東
京
都
内
に
て
、
沖

正
弘
導
師
生
誕
百
年
に
感
謝

す
る
会
が
、
あ
る
。
沖
導
師
に
直
接
、
接
し
た
世
代
も
、
高
齢
化
が
、
進
ん
で
ゐ
る
。
そ
の
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世
代
の
〝
同
窓
会
”
で
、
終
ら
せ
た
の
で
は
、
沖

正
弘
導
師
に
も
、
人
間
社
会
そ
の
も
の

に
も
、
失
礼
で
は
な
い
の
か
。

と
く
に
若
い
方
が
た
に
、
さ
う
い
ふ
想
ひ
を
、
告
白
し
た
い
。

沖

正
弘
導
師
の
著
は
、
多
く
あ
る
。
精
神
重
点
の
著
と
、
身
体
重
点
の
著
が
、
あ
る
。

精
神
重
点
の
主
著
は
、
こ
れ
だ
。

『
生
き
て
い
る
宗
教
の
発
見
だ
れ
で
も
悟
り
救
わ
れ
る
沖
ヨ
ガ
修
行
法
』

(

竹
井
出
版
一
九
八
五
年)

こ
の
著
が
再
版
さ
れ
る
ぐ
ら
ゐ
の
動
き
も
出
て
く
れ
ば
、
日
本
社
会
の
礎
も
、
さ
ら
に
し

っ
か
り
す
る
と
想
ふ
の
だ
が
。

1983年11月、沖ヨガ「国際的指導者養成研修」にて
沖 正弘導師に握手される山田 学


